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「大本経類」に見 る過去仏思想 と二つの展開

吹 田 隆 道

1「 大本経類」に見る過去仏思想

過 去 七 仏 を初 め て具 体 化 させ た一 般 に 厂大 本 経 類 」 と呼 ばれ る一 連 の文 献(Skt.Mah穽ad穗as皦ra,P稷iMah籬a-
OO

dknasuttanta,諸 漢訳)は 法 の永遠性を示すために過去仏を紹介す るこ とを本来の中心課題 としてい ると言われ る。 しか

し過去仏 による法の永遠化 はこの経典以前に既 に確立 してお り,こ の経典はそれを逆 手に取 って,永 遠化 された法 に よっ

て更 に仏陀の永遠化を押 し進め,最 終的に釈尊 の永遠化に到達 しようとい うものである。

過去仏 の存在を示 して釈尊の教法を永遠化す る動 きはすでに 「城 喩経」 あるいは 「城邑経」 と総称 され るr雑 阿含経』
0

第二八七経お よびサ ンス クリッ ト語 のNagaropamas皦ra(Nαgα ㍑3耽 の 等 に現れてい ると言われ る。 この 「城 喩経」

は釈尊が菩提樹下の成 道において縁起を悟 る物語 であ り,そ の悟 りの内容 が永遠 のものであ ることを示 さんがために 「こ

の ように,比 丘たち よ,ま さに私に よって過去 の道が,過 去の軌道が,過 去 の聖仙たちに よって行 き,従 い行かれた過去
OO

の足跡が見出 された」 と言 う。

ここに説かれる過去 の聖仙たち(p皞vaka°rsi°)の 語 は相応す るパ ー リ文で 「応供正等覚老たち」(samm竏黌ambu一
④ddh

�)と 伝承 され てお り,過 去 の仏 陀 た ち を 示 して い る。 こ の架 空 の 仏 陀 た ち は釈 尊 の 教 法 を永 遠 で普 遍 的 な法 へ と高

め る た め の脇 役 に 過 ぎな い が,し か し,そ れ 以後 の仏 陀 観 に 大 きな 変 革 を もた らす 立 役 者 で もあ る。

Ther稟ath竄ﾉ 伝承 され るサ ラバ ンガ 長 老 の偈 で は

yen'evamaggenagatoVipassiyen'evamaggenaSikhicaVessabh�

Kakusandha・Kon稟amanocaKassapoten'α 勿 α56παagam龝iGotamo//

vitatanh秣n濺瀟灣attabuddh稾hayogadh�
O

yeh'ayamdesitodhammo4肋 〃跏 αゐ肋'θ 雇t稘ihi//

「ヴ ィパ ッシ ーが 行 った 道 に よ って,シ キ ー と ヴ ェサ ブ ー と,そ して カ クサ ソ ダ と コーナ ーガ マ ナ と カ ッサ パ が 行 っ

た 道 に よ って,そ の歪 み の ない 〔道 〕 に よっ て ゴ ー タ マは 行 かれ ま した 」。

インターネット公開許諾のない文章には墨塗り処理を施しています。
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七人の仏陀たちは妄執を離れ,取 著な く,滅 尽に深 く入ってお られ る。

法そのものであ る彼 らに よって,こ の法 は示 された」。

として,前 の偈で 「城喩経」を受け継 ぎ,過 去仏に具体名を与えなが ら,続 く偈で過去七仏を 「法そのもの」(dhamma-

bhrzta)と 表現 してい る。 ここに現れ る過去七仏は彼 らが永遠化 したはず の法に よって,逆 に永遠化 されているのであ る。

この伝承が 「大本経類」に先行す るか,否 か を俄に判断す ることは出来 ないが,少 な くとも過去仏 に関す る同 じ次元の考

え方が 「大本経類」 の本来の伝承に大 きく係わ って くる。

「大本経類」のプロロー グでは比丘たちが釈尊に過去の仏陀たちについての知識があ ることを不思議に思い,な ぜ釈尊

が過去仏を知っているのか,法 の世界(dharmadh穰u)が 具象 したか らであるのか,あ るいは神 々に聞いたのか とい う
⑥

疑問を投げ掛 ける。パー リ文,お よび諸漢訳にも内容的に同 じ記述が見 られ,「 大本経類」 がも ともと持っていた伝承の

ようであ る。 したがって,こ こでは具象 された 厂法 の世界」dharmadh穰uと 過去仏の存在が 同次元で語 られてい るこ

とにな る。(本 小論ではdharmadh穰uの 語を便宜上 「法 の世界」 と訳 にしてお く)

続いて 「大本経類」 は具象 された法の世界 として過去六仏 お よび釈尊 自身に共通の具体的 な事跡を語 り始め る。 この事

跡 とは,そ れぞれの仏が現れた劫,そ れぞれ の寿命,カ ース ト,種 族名,菩 提樹名,比 丘僧伽1の人数,二 大弟子の名,侍

者の名,息 子の名,父 母 と王城の名であ り,釈 尊に関 して知 られてい るお よそ歴史的事 実を過去仏の それ ぞれに投影 した

ものであ る。言い換>xれ ぽ,歴 史的人物である釈尊の生涯 の事跡を架空の過去仏に投影 し,そ の一々の事跡 に仏陀が持 つ

べ き共通性を与 え,法 の世界 での仏陀のあ り方を示 しているのである。 そ してそれ は逆 に釈尊の もつ主だ った現実的事跡

に法 の世界 としての性質を与 えよ うとい う動 きでもある。 「大 本経類」が各段落 ご とに 「これはこの場 合,法 た る こ と

(dharmat�)と 繰 り返すのは仏陀共有の性質が法の世界(dharmadh穰u)と い う次 元 に お い て 「法た ること=摂 理」

(dharmatd)で あ るとい う仏陀の法 レベルに よる永遠化に他な らない。

この ことは上記の第二 の答え「神kY`.聞 いたか らで もあ る」とい う部分でさ らに強調 される。 そこでは永遠の生命 を持つ

神kが 釈尊が具象 した世界を承認す るかたちで,上 記 の過去仏の事跡を繰 り返す とい う方法 が取 られているが,そ のモテ

ィー フには梵天勧請 と共通の考え方があ ると見てよい。 梵天勧請 の伝承の中で 最 も古 い とされ るパー リ相応 部Sag穰ha一

ηα99α では

yecaatit龝ambuddh�//yecabuddhizan稟atk//

yoc-etarahisambuddho//bahunnamsokan龝ano////

sabbesaddhammagaruno//viharimsuviharantica//
O

athopiviharissanti//es稈uddhdnamdhammat�////

「過去 に正 しく悟った人k,そ して未来に悟 る人 々,そ して多 くの人の憂いを除 く今正 しく悟った人,

正 しい教 えを重ん じるすべての人kは,過 去に住 し,そ して現在 に住 し,ま た未来に住す るだろ う。 これが諸仏の法

た ることであ る」。

として,こ こで も 「法 たること=摂 理」(dharmat�)の 語を用 いて過去,現 在,未 来 とい う仏陀の もつ共通性を法 の レ

ベルへ と導 いてい る。

ところで,こ の法の レベ ルへ と導 かれた 「仏陀」 のイ メージは二 つに展開する方 向性を含有 している。 それは この法身

とも言 うべ き 厂仏 陀」 を釈尊に帰結 してい く方向 と,複 数の仏陀を創造 してい く方 向であ る。藤 田宏達氏に よって研究 さ
⑧れ

た一仏観念が未だ定着 していない時期 とい うのは凡そ この よ うな仏陀観を持っていた頃であろ う。

2釈 尊一仏への帰結

「大本経類」 は上記の七仏の事跡 に遅れて ヴィパ ッシン仏 の仏伝を成立させ てい く。 この仏伝が釈尊伝 と同 じ内容を伝

承す ることは周知 の事実であ り,従 来 よりどちらの仏伝が先に成立 したか とい う問題 も残 され ている。 この ヴィパ ッシン

仏伝の中では,誕 生に関する部分が他の部分 よりも早 く 「大本経類」 に伝承され るよ うになった ことは諸本の比較に よっ

て明 らかであるが,そ の時期に 「仏陀」 のイメージは現在仏 としての釈尊 に帰結 され,釈 尊 の仏陀性が人々の心情に よ り

絶対的なものとして捉え られて くる。 その展開は 「大本経類」 に伝承され るヴ ィパ ッシ ン仏誕生物語 と全 く同 じ内容を持
0

つ釈尊 の誕生伝説r希 有未 曽有法経』(P稷iAcchariyabbhutadhammasutta)に 見 られ る。 この経典は釈尊伝 としては早
⑩

く成立 した典籍 とされ るが,そ のプロロー グには阿難が以前に世尊に聞いた説法を 今一度繰 り返す とい う前提が述べ られ,

内容 としては 「大本経類」の ヴィパ ヅシン仏誕生物語を釈尊 に入れ換えて語る。 それゆえ,少 な くともこの経典の編纂者

は以前に世尊 に よって語 られた誕生物語,す なわち 「大本経類」の誕生伝説,あ るいはそれに近 しい典籍を知 っていた こ

とにな る。このことを踏 まえて考え ると,r希 有未 曽有法経』は 「大本経類」 が過去仏の一代表 として取 り上 げて伝承 し

た ヴィパ ッシ ン仏の誕生伝説,す なわち 厂仏陀」 としての誕生伝説を釈尊 のもの として集約 してい ると見るこ とが出来 る。
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さらにこの典籍の伝承において重要なこ とは 「大本経類」が各段落 ごとに伝承 した 厂これは この場合,法 た ることであ

る(iyamatradharmat�,P稷i:ayametthadhammat�)」 の 句 を 「私 は 世尊 の驚 くべ き不思議な法を感知す る

(ahambhagavatoacchariyamabbhutadhammamdh穩emi)」 と書 き換axて い ることにある。 この文章 に現れ る 「驚

くべ き」acchariya(Skt.龝carya)お よび 「不思議な」abbhuta(Skt,adbhuta)と い う形容詞に対 して 『聖 なるもの』

の著者,RudolfOttoは 興味深い見解を紹介 してい る。氏 に よるとこの龝carya,adbhutaの 語は ドイツ語 のwunderbar⑪

の よ うに浅薄,且 つ俗 になっていないな らば,「 ヌ ミノーゼ」 の正確なサ ソス クリット語で あ ろ う と言 う。龝carya,

adbhutaと い うおののき(tremendum)は 日常 的経験 としての ものではな く,わ れわれの現実 の合理的な領域に属 さな

いで心に独特の関心を引き起 こす絶 対他者 「聖な るもの」 の体験を表わす感 庸表現 としての形容詞であ る。 この見解は氏⑫

が リグ ・ヴェーダを中心に研究 した成果であ り,他 のい くつかの著書 に より詳 しく論及 され てい るが,仏 身論を考える上

でも重要 な研究成 果 として今一度 見直すべ きものがある。

このOttoの 研究 をもとに上記r希 有未 曽有法経』に繰 り返 され るahambhagavatoacchariyamabbhutadhammam

dh穩emiの 文章を解訳すれぽ,世 尊 の属性 として驚 くべ き,不 思議な法,す なわち絶対他老 としての性質があ ると表 明

してい ることになる。 これは 「大本経類」に説かれた法 の世界 として法た ること=摂 理(dharmat�)で あ るとい う 厂仏

陀」の性質を,未 だ悟 らない者 の役 目を果たす 阿難 を説者 とす ることに よって,我kと 同 じ世界 観を通 して表現 したもの

に他 ならない。dharmat竄ﾆacchariya-abbhutadhamma語 は表裏一体のものであ り,同L対 象 に対 して覚老 とそ う

で ない者が互いの世界観に よって言 い分け る言葉である。 したがって 厂大本経類」 において法の レベルへ と導かれた 「仏

陀」は 『希有未 曽有法経』において同時に我kの 世界 として絶対他者 である 「聖 なるもの」へ と高 め られ,現 在仏 として

の釈尊に帰結 しているのであ る。

この よ うな思 想状況はパールフ ッ トの彫刻に見 られ る。 過去仏に関 しては現在 までに シキ ン仏をのぞ く六仏の菩提樹 を

表 した リリーフが回収 されているが,ま た仏伝図を十五景,ジ ャータカの内容 と判明す るものを三十二種現在に伝えてい⑱

る。 したがって上記の 厂大本経類」 の初期の段階 よりはい くらか発展 した状況にはあ るが,少 な くともその石柱銘文の文

字か ら紀元前2世 紀か ら同1世 紀 まで遡 って考え られ ている。 上野照夫氏 に よる と,こ れ らの リリーフは礼拝の対象 とし⑭

てではないが宗教的内容を描 写す るこ とに よって礼拝 に対す る間接の役割 を果たす もの とされ てい る。 したが って,そ の

時期には過去仏へ の直接的な信仰 はな く,釈 尊 一仏へ集約 されてい るとみ て よい。 この釈尊 への帰結 はた とえ過去仏思想

が発展 して燃灯仏授記の観念が起 こ り,過 去の十五仏,あ るいは二十五 仏が現れ ようとも失われるものではない。 これ ら

の仏陀たちはあ くまで も現在仏たる釈尊 に授記を与える存在であ り,釈 尊 の絶対他者性を高め る役割 を持つ仏陀たちであ

る。 これは先に述べた 「大本経類」 の初期の段階が持っていた仏陀観の一つの発展方 向といえ る。

現在多仏への方向

「大 本経 類 」 が 含 有 す る も う一 つ の仏 陀 観 の 発 展方 向は 法 レベ ル へ と高 め られ た 「仏 陀 」 を そ の 共通 性 か ら複 数 の もの

へ と発 展 させ て い くこ とに あ る。 も と よ り 「大 本経 類 」 は 過 去 七 仏 を 具 体 的 に示 す 経 典 で あ り,基 本 的 に は過 去 へ の 時 間

的 広 が りとい う仏 陀 の複 数 化 を踏 ま え て い るわ け で あ るが,そ こに も し現 在 に お け る 「仏 陀 」 の複 数 化 が 打 ち 出 され れ ぽ,

「法 の 世 界(dharmadh穰u)」 あ るいは 「法 た る こ と(dharmat�)」 の 語 に よっ て既 に表 され て い る この仏 陀 観は,こ

れ らの 語 が持 つ教 義 的 意 味 合 い は ともか くと して,大 乗 の多 仏 観 へ 発 展 す るも の とな り うる。

そ こで 「大 本 経 類 」に伝 承 され る過去 仏 を調 べ てみ る と,仏 陀 が世 に現 れ る時 間 帯 と して現 在 性 を 有 す る賢劫(bhadra・

kalpa)の 概 念 がす で に 現 れ て い る こ とに気 付 く。

imasmimyevakhobhikkhavebhadda-kappeKakusandhobhagav秣rahamsamm竏黌ambuddholoke

udap稘i/imasmimyevakhobhikkhavebhadda-kappeKon稟amanobhagav秣rahamsamm竏黌ambuddho

lokeudap稘i/imasmimyevakhobhikkhavebhadda-kappeKassapobhagav秣rahamsamm竏黌ambuddho

Jokeudap稘i/imasmimyevakhobhikkhavebhadda-kappeahametarahiarahamsamm竏黌ambuddhoJoke
⑮

uppanno/

「比丘たち よ,実 に この賢劫 においてカ クサ ンダとい う世尊,応 供正等覚 者が世 に現れた。 比丘たち よ,実 にこの

賢劫において コーナーガマナ とい う世尊,応 供正等覚 者が世 に現れた。比丘たち よ,実 にこの賢劫において カッサパ

とい う世尊,応 供正等覚者が世に現れた。比丘たち よ,実 にこの賢劫において現在,応 供正等覚者であ る私 が世 に現

れたのであ る」。

また,こ の部分 にあた る中央ア ジアか ら回収 された梵本では断片的に

(asminneva)bhadrakalpec(at)v(穩ahsamyaksa)mbuddh禹okautpann禀KrakasundahKanakam(u)一⑯
ni(のK龝(ya)p(ah)....
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とあ り,シ ャマ タ デ ー ヴ ァ倶 舎 論 釈 に 引用 され る同経 の伝 承 では

dgesloedagbskalpabzanpo'diLayandagparrdzogspa'isansrgyasbzhi'jigrtendubyun
!⑰

ste/'Khorba'jigdan/gSerthubdan/'OdBrunsdan/daltarS稾yathubpanadaggo//

厂比丘たちよ,こ の賢劫において四人の無上正等覚者が世 間に生 まれる。 クラカス ソダとカナ カムニ とカーシャパ

と,今 は我,シ ャキャムニ等 々がい る」。

とあるか ら,過 去七仏の中で四仏がすでに賢劫 とい う時間的共通性 において一 つのグル ープ化を果た していた ことが理解

できる。 これは取 りも直 さず釈尊を中心 とした過去へ の時間の流れ の中に,賢 劫,す なわち現在の永遠 とい う別の現在性

を組み込んでいるこ とになる。 もしすでに入滅 した釈尊を現在仏 と考 えるな らぽ,現 在の永遠 の中ですでに入滅 した他の

三人の仏陀たちも現在仏 として見な し うるのであ る。 この ことは律文献が伝}xる 過去仏における法の久住 性が物語 ってい
d:

る。パ ー リ律や五分律では明 らかに釈尊 を除 く賢劫の仏陀 に法の久住性を与>xて お り,法 そのものであ るこれ らの仏陀は

釈尊 と同時に存在す ることになる。

LalitavistaraやMah穽astu等 の仏伝文学では釈尊の初転法輪に関 して同時に存在す る賢劫の仏陀を示 してい る。

例 えばMah穽astuで は初転法輪に際 して釈尊が以前の仏陀たちはどのよ うに説法を したのか,立 ってか,座 ってか,
,x

あるいは横になってか と考えると五つの座(asana)が 現れ ると伝承 されている。 そ こで釈尊 は四番 目の座 に座 るのであ

るが,こ れは弥勒菩薩を含める賢劫の仏陀が 同時に現 前に存在することを表 していると言}xる 。 上野照夫 氏に よると台座

(Skt.龝ana)は 単に豫を立 てた り置いた りす るための台であ るのでは な く,む しろ 「尊像の住す る場所」 「聖 なる意味
⑳を現わす場所

」 「力を発揮す る場所」 としての 厂座」 なのであ ると言われ る。
⑳

この賢劫の仏陀の座に関 しては玄奘も 『大唐西域記』に三十数 箇所にのぼ る多 くの報告を している。 た とえぽガ ンダー

ラ国での報告では 厂城外の東南方八,九 里に卑鉢羅樹 の高 さ百余尺 のものがある。枝葉は繁茂 し,蔭 影は こんも りとして

いる。過去四仏がその下 に坐 られた所で,今 もなお現 に四仏の坐像があ る。 賢劫 の うちに出世 され る九百九十六仏はみな
②此所

に坐 られ るはずである。仏の御 加護で守 られ御 利益でひそかに覆われている 〔所であ る〕」 としてお り,ま た マガダ

国では 「城の西南二百余里の ところに伽藍の遺址がある。その傍 らに 堵波 がある。 神kし い光が時に輝 くことがあ り,

不思議な現象が時k起 こることがある。遠近の人々はここに願いご とを祈 らないものはない。 ここは過去四仏の座所 と散
㊧

策 された所であ る」 として賢劫の四仏 の坐像や座所 を示す ス トゥーパが信仰の対象 とな っているこ とを 書き留 めてい る。
⑳法

顕 も賢劫 の仏陀に対す る信仰があ った ことを報告 してお り,ま た有名なア シ ョカ王碑文 ニガー リー ・サーガル小石柱法

勅に 「天愛喜見王は灌頂十四年を過 ぎた年に,コ ーナーカマナ仏 のス トゥーパを再度(二 倍 に)増 築 した。 そ して,灌 頂
⑮〔

二十〕年を過 ぎた年 に自ら親 しくこの地に来たって祭 りをな し,〔 石柱を〕建立 させた」 とあるの も賢劫仏に対す る信

仰の用例 とみ ることも可能であ る。玄奘は この コーナーカマナ仏 のス トゥーパが クラカッチ ュンダ仏の ス トゥーパ と共に
㊧立

っていた と言い,ま た賢劫の四仏 の座所にアシ ョカ王の建 立 した ス トゥーパが立 ってい る多 くの報告を している。 この

賢劫 四仏 の信仰が どの時代 まで遡れ るかは俄に決めがたいが,少 なくとも仏塔信仰 とい う形 で定着 していたこ とは否定で

きない。 この宗教形態が先に述べたバ ールフッ トの彫刻に現れ る過去仏 と違 い直接的な信仰 を示 してい る事実 は,賢 劫の

四仏が過去の もの としてではな く,信 仰の対象 として明らかに宗教上の現在性を有 してい ると言 える。

では,過 去仏の中で特に賢劫 の四仏だけが信仰 の対象 となってい ったのであろ うか。 この疑問を解決す る用例は文献中

に決 して多い とは言 えない。 したが って現在知 りうる若干の例証 によって一つの仮説を考えるのが限界であ る。
⑳

まずr仏 本行集経』巻第四に興味あ る伝承が見 られ る。 ここでは燃灯仏を初め とす る過去の十四仏が釈尊 に授記を行っ

た状況が順に語 られ るが,そ の最後の部分 に位置す る賢劫 の三仏お よび弥勒菩薩は未だ授記 を行 っていない とい う。釈尊

が現在,仏 陀 としてあ るのはそれ以前の仏陀 のもとで梵行を修 して授記された もので,賢 劫 の仏陀の もとで梵行を修す る

のは未来に無上正等菩提を求め るためであ ると説 く。これは釈尊 に授記 を与え る存在 として発展 した過去仏 の中で,賢 劫

の仏陀が初めて未来の正等菩提 のための授記を何人に も与}xる 可能性を残 した ことになる。 いわゆ る宗教的 利害関係が成

立す るわけであ る。 この宗教的利害関係は賢劫の仏陀の仏塔信仰 として現実化 したに違 い な い。 知友で ある平岡聡氏 は

Divy炯ad瀟aの 中に仏塔を人格 的に見なしてその元で誓願を立 てる とい う伝承を四例朏 してい夐.そ の屯 二例 は

カーシャパ仏の仏塔 とクラカ ッチ ュンダ仏 の仏塔 とい う賢劫の仏陀のものであ る。

この ように賢劫の仏陀 の仏塔が誓願 を成就す るとい う信仰は当然 多 くの菩薩を生み出す原動力 とな り,仏 陀観の未来へ

の時間的広洶 を進 めた に違いな・・.時代をま下力・るカ・パ ー 蚊 献D。 、。励 蠧。,,吻 。雌 。,識 妹 来6。出現 す る+人

の菩薩 に関 して注 目すべ き伝承を している。 この典籍は大乗の影響 を受けてい ると言 われ るが,こ こに説かれ る殆 どの物

語 はすでに ニカーヤに見 出せ るものであ り,個kの 物語 の成立は この典籍以前に成立 してい る。 そ こでは仏典に馴染みの

深 い仏弟子,王,バ ラモン等が賢劫 の仏陀の授記 に よって未来に仏陀 として生まれ てい くのであ る。 この文献は賢劫の仏

陀を信仰す ることに よって未来の仏陀 とな りうる例証を示 した もの として,菩 薩思想に対す る賢劫 の仏陀 の宗教的重要 性
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を伝えてい る。ア ヴァダーナ文献を詳 しく調査す れぽこのよ うな用例 はもっと増 えるこ とであろ う。少 なくとも賢劫 の仏
⑳陀

の概念が未来に向かって発達 し,五 百仏,あ るいは千仏 とい う膨大 な数 の仏陀の出現 を想像す るに到 った ことは文献 に

よって明 らかであ る。大乗仏教 の成立 に大 きく起因す る仏塔信仰に関連 した これ ら賢劫 の仏陀の役割を,今 後 さらに研究

す る必要があろ う。

以上,仮 定 も交えた雑駁 な論 旨でアイデアを示すに過 ぎない もの となったが,中 間報 告 として御理解戴きたい。いずれ

文 献の調査 お よび諸氏の御指導に よ り稿を改めたい と考えている。
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